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●京都府立丹後海と星の見える丘公園（指定管理者） 
 
前回検証結果 
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・ＳＤＧｓに関する発信や観光資源との連携等、施設の存在や設置
意義をアピールするための取組を行い、認知度の向上を図ること。 

・引き続き、利用者数の拡大に向けた自主事業の実施等、利用促進
の取組を行うこと。 

 
対応・改善策 
実施状況 

・新たに作成した団体向けの利用案内に、公園の運営を通して、「Ｓ
ＤＧｓ」の達成に向けて取り組む旨を盛り込んだ。また、営業活
動も積極的に行い、京都府南部の学校等へ認知度・利用率向上に
努めた。 

・体験プログラムについては、海ゴミをはじめとした環境問題に関
する講義をオンラインで展開し、SDGｓについて考える機会を提
供。 

・また、宿泊においても、旬のものや地のものにこだわった身体に
優しい料理や、地域の方から譲り受けた古道具をリメイクした本
棚など、公園の運営の中での「ＳＤＧｓ」を意識しているととも
に、来園者への気付きを促している。 

・京都教育大学の学生と周辺マップを作成し、観光資源であるジオ
パークの紹介及びＳＤＧｓの理解促進を目的としてポスター掲示
とホームページの作成を行った。 

・コロナ禍をきっかけに、個人が年間を通じて利用でき、大人も楽
しむことを提案する「けとはれのあわい」をブランディングした。 

 
取組の結果 ◇宿泊のブランディングにより、これまで利用の少なかった若年層

の女子グループや一人旅などの利用が少しずつ見られるようにな
ってきた。 

 

なお残る課題・
問題点 

 

◆ポストコロナを踏まえ、家族・個人向けの宿泊に力を入れた結果、

利用料金収入はコロナ前程度に回復しているが、目標値までは達

していない。 

◆宿泊施設の南丹・中丹管内の利用者組数が少ない。 

◆学校向けの公園であるイメージや、宿泊施設があることを知らな

い人が多いことが考えられるため、引き続き施設PRをしていく必

要がある。 
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府民サービス等

改革検討委員会

による改善意見

等 

□指定管理者による運営は工夫が見られ、環境先進地京都の学習施

設として、また京都府北部の広域公園としての役割を果たしてい

る。 

□今後一層の利用促進を進め、施設の有効性と効率性を高めてゆく

ためには、地元自治体との積極的な連携をすべき。 

□知名度の向上のための広報の拡充及び外国人を含め府民以外の利

用者を増やすための更なる工夫を期待する。 

□団体利用として、小中学校の学年単位より規模の小さい学童保育

や大学ゼミ、企業研修のレクリエーション利用などを想定した広

報活動も必要と考える。 

 
京都府の検証結

果及び対応方向 
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＜改善方策＞ 

◎外国人観光客を含め府民以外の利用向上も図りながら、認知度の

向上を促進すること。 

◎施設の有効性と効率性を高めていくために、地元自治体と積極的

な連携を進めること。 

＜今後の対応＞ 

○これまで以上に府民利用を促進するとともに、府外を含めた利用

者に向けた情報発信等を積極的に行う。 

○施設規模に合う利用者（大学ゼミ、企業研修など）への積極的な

広報活動を行う。 

○地元自治体と連携し、地域の交流拠点としての利活用を図る。 

 


